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90
歳
に
な

っ
た
父
は
子

ど
も
の
頃
を

満
州
で
過
ご

し
た
▼
76
年

前
の
満
州
で

は
、
ソ
連
が
参
戦
す
る
と
事
前
に

察
知
し
て
い
た
日
本
軍
は
、
日
本

人
居
留
民
を
放
棄
し
て
部
隊
を
南

下
さ
せ
た
。
ソ
連
軍
の
中
に
と
り

残
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
住
民
は
右

往
左
往
。
当
時
14
歳
だ
っ
た
父

は
、
男
の
老
人
と
共
に
２
０
０
人

の
女
性
や
子
ど
も
を
束
ね
て
南
を

目
ざ
し
た
。
中
国
人
か
ら
食
べ
も

の
を
分
け
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が

ら
、
昼
は
身
を
潜
め
て
夜
に
移
動

し
、
終
戦
か
ら
一
年
後
の
１
９
４

６
年
に
命
か
ら
が
ら
釜
山
に
た
ど

り
着
い
た
。
途
中
、
３
歳
の
妹
は

栄
養
失
調
で
亡
く
な
り
、
大
陸
で

憲
兵
だ
っ
た
兄
は
と
っ
く
に
復
員

し
て
た
と
い
う
▼
父
は
「
国
が
言

う
こ
と
は
ウ
ソ
ば
か
り
だ
」
と

言
う
。
今
は
ど
う
だ
ろ
う
。「
国

葬
」
で
は
首
相
の
一
存
で
湯
水
の

ご
と
く
税
金
を
投
入
す
る
ば
か
り

か
、
弔
意
さ
え
強
制
さ
れ
る
。
権

力
の
暴
走
を
食
い
止
め
て
き
た
日

本
国
憲
法
が
、
戦
争
を
知
ら
な
い

政
治
家
に
よ
っ
て
「
改
正
」
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
擁

護
す
る
コ
メ
ン
ト
で
思
い
の
ま
ま

に
誘
導
さ
れ
て
は
い
ま
い
か
。
お

か
し
な
こ
と
が
お
か
し
い
と
気
付

か
な
く
な
っ
て
は
い
け
な
い
▼

「
戦
争
な
ん
か
何
一
つ
い
い
こ
と

は
な
い
。
」
こ
れ
が
実
際
に
戦
争

を
経
験
し
た
父
の
言
葉
で
あ
る
。

 

（
Ｍ
・
Ｔ
）

国鉄改革国鉄改革からから35年35年がが経過経過しし
ローカル線ローカル線のの存廃議論存廃議論がが再浮上！再浮上！

現状を捉え返し、私たちの働き方にも関わる現状を捉え返し、私たちの働き方にも関わる
ローカル線の将来を考えよう！ローカル線の将来を考えよう！

今後のローカル線のあり方について国交省の「有識者検討会」が提言を示す今後のローカル線のあり方について国交省の「有識者検討会」が提言を示す

　国土交通省が2月に設置した「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会」は7月

25日、検討会でまとめたローカル線区のあり方に関する提言を発表しました。

　今回の提言では、危機的な状況のローカル線区について、沿線自治体が中心となって協議会等を設け、将来

に向けた地域モビリティのあり方について検討を進めることが基本原則であると示しています。一方、基本原

則がうまく機能しない地域や線区において、「利用者の著しい減少などを背景に利便性および持続可能性が損な

われていること」「関係者の合意形成にあたって広域的な調整が必要と認められること」の2点を満たす線区に

ついては、鉄道事業者または自治体の要請を受けた国が協議会を設置、3年以内に対策を決めると示しています。

　ＪＲ各社については具体的な数値を定め、旅客の輸送密度（1日あたりの平均利用者数）が1000人未満、かつ

ピーク時の1時間あたりの輸送人員が500人未満を一つの目安とし、一方で拠点都市間を結ぶ特急列車の運行線

区や、貨物列車が多数運行されているなど、鉄道ネットワークの構成路線として重要な線区については、国が

設置する協議会の対象外とすると示しています。

　検討会では、「守るものは鉄道そのものではなく、地域の足であるとの認識」のもと、廃止ありき、存続あり

きという前提を置かずに協議するべきと提言がされました。

　有識者検討会の提言があった3日後、ＪＲ東日本は有識者検討会が示す1000人未満ではなく、2000人未満の35

路線66区間の2019年度の収支を示しました。

　新聞の取材で深澤社長は「輸送密度で一律に判断せず、区間別の状況を踏まえる方針」を強調しました。一

方で、鉄道は大量輸送が前提だとして「利用者が少なければ、もっと適切な交通モードがある」と触れ、その

代替えとしてバスやバス高速輸送システム（ＢＲＴ）、自治体がレールや駅舎を保有・管理し、鉄道会社がサー

ビスを担う上下分離方式、第三セクター移管などを示し、そのモデルがＪＲ東日本管内にあると説明しています。

　また有識者検討会の提言には、事業者と自治体が路線の存廃を議論する国主導の「協議会設置」が盛り込ま

れていますが、深澤社長は協議会の設置を待たず議論を進めるとし、9月の定例記者会見では、今秋から利用者

数が少ない線区、減少率が高い線区から説明を始める考えを示しています。

ＪＲ東日本もローカル線35線区66区間の輸送密度を公表ＪＲ東日本もローカル線35線区66区間の輸送密度を公表

　国鉄改革以降、ＪＲ東日本は首都圏や新幹線収入で地方ローカル線の赤字をカバーし収益を出してきました。

しかし35年が経過し、新型コロナウイルスの影響の長期化や少子高齢化、都市部への人口の集中など社会の変

化、固定費の割合が大きい経費構造のＪＲ東日本にとって、利用者の減少が著しい地方ローカル線は経営の大

きな課題でもあります。

　ＪＲ東日本がローカル線の輸送密度を公表して以降、路線の沿線住民や自治体では鉄道維持を求める声が多

く上がっています。それは鉄道は沿線住民の単なる移動手段ではなく、地域の経済、文化をつなぐ重要な路線

であり、極めて公共性の高い事業だからです。廃線ありきでは更なる地方の衰退が加速し負の連鎖に陥りかね

ません。

廃止ありきではないとするも、赤字路線から撤退の思惑が廃止ありきではないとするも、赤字路線から撤退の思惑が

　現在、国土交通省主導で地方線区の再構築に向けて検討がされていますが、地方ローカル線は国民の税金で

つくった固定資産であること、地域と観光客から愛着が持たれていることから、ＪＲに一任するだけではなく

国も維持存続に向けて協力する姿勢が必要です。また一方でＪＲ東日本も貴重な固定資産を承継して経営を行

ってきている結果、順調に経営を成り立たせてきたことも忘れてはなりません。

　人口減少社会と自然災害の頻繁な発生を迎えた今、国民のための鉄道をどう維持存続させていくか、単にロ

ーカル線の問題と切り縮めることなく自らの職場と雇用の問題として「新たな施策に対する５本柱」を基に、

地域と共に職場から運動創りをしていきましょう！

職場から、地域と共にローカル線のあり方の議論を巻き起こそう！職場から、地域と共にローカル線のあり方の議論を巻き起こそう！

出典：国土交通省「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会」

八戸線 851 飯山線 576 陸羽西線 343

陸羽東線 850 大湊線 533 北上線 306

大船渡線 754 津軽線 452 只見線 271

釜石線 743 米坂線 373 気仙沼線 232

五能線 597 花輪線 357 山田線 174

（単位：人）

〇7月25日発表の提言の要旨

・危機的状況のローカル鉄道について、沿線自治体、鉄道

事業者からなる協議会を設置し、協議する枠組みを創設

・要件は「対象線区における平常時の輸送密度が1,000人

以下（１時間当たりの最大旅客人員が500人はのぞく）」

「広域的な調整が必要」の２点

・協議開始後、最長でも３年以内に、沿線自治体と鉄道事

業者が合意の上、対策を決定すべき

〇鉄道とバスの走行キロあたりの経費を初公表

　ＪＲ旅客会社：5,354円　　バス：全国491円

〇ＪＲ東日本での平均通過人員1,000人/日未満の線区

　は15線区

鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新

に関する検討会　特徴的な議論経過
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　「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

団
体
交
渉
で
「
本
人
が
描
い

た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
実
現

に
向
け
て
、
任
用
の
基
準
に

留
ま
ら
ず
社
員
の
希
望
を
把

握
す
る
」
こ
と
を
労
使
確
認

す
る
な
ど
、
自
ら
の
描
い
た

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
大
切
に

す
る
施
策
で
す
。
し
か
し
、

統
括
セ
ン
タ
ー
化
な
ど
の
組

織
再
編
に
乗
じ
た
、
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
趣
旨
に

踏
ま
え
な
い
人
事
運
用
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
末
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
「
仙
台
統
括
セ
ン
タ
ー
」

が
発
足
し
、
駅
と
運
輸
区
を

統
合
し
た
社
員
数
６
０
０
名

規
模
の
大
き
な
職
場
が
生
ま

れ
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、

一
つ
の
統
括
セ
ン
タ
ー
に
２

つ
の
運
輸
区
が
含
ま
れ
る
点

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
仙
台
運

輸
区
と
宮
城
野
運
輸
区
は
一

つ
の
職
場
と
な
り
、
異
動
や

兼
務
発
令
を
す
る
こ
と
な

く
、
現
場
判
断
で
今
日
は
仙

台
運
輸
区
、
明
日
は
宮
城
野

運
輸
区
と
い
う
働
き
方
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
は

「
小
田
原
・
伊
豆
統
括
セ
ン

タ
ー
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

駅
と
熱
海
運
輸
区
を
統
合
し

た
職
場
で
す
が
、
特
徴
的
な

の
は
、
国
府
津
運
輸
区
が
こ

の
統
括
セ
ン
タ
ー
に
兼
務
発

令
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
訓

練
次
第
で
は
、
現
場
判
断
で

国
府
津
運
輸
区
と
熱
海
運
輸

区
の
両
方
の
行
路
が
乗
務
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
統
括
セ
ン
タ
ー
化
や
兼
務

発
令
で
「
何
で
も
ア
リ
」
の

職
場
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人

事
運
用
は
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
趣
旨

と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

安
全
と
本
人
の
生
活
基
盤
を

第
一
に
、
経
験
年
数
と
将
来

設
計
な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の

が
「
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
「
ジ
ョ
ブ
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
趣
旨
を
踏

ま
え
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
一
度
、
自
分
達
の
職

場
を
点
検
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

起きている事象を把握し、
「安全・健康・ゆとり」を守るために立ち上がろう!

　8月31日、ワンマン化や保守作業のデジタル化などを促進することで、鉄道業務にかかわる人員を約4000人削減

し、流通や不動産など非鉄道事業へと配置転換させる方針が報道されました。これに合わせるように職場では「柔

軟な働き方」によって兼務や多能化、人事異動が急ピッチで行われ、「ついていけない」との声が多数寄せられて

います。

　人口減少を見据えた諸施策に向き合いつつも、「安全・健康・ゆとり」が失われることがあってはなりません。

生活基盤の安定と心身の健康が保たれる働き方を求めるためにどうすべきかを考えましょう。

　
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
は
、

一
つ
の
担
務
を
年
単
位
で
経

験
す
る
こ
と
で
技
術
力
や
判

断
力
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
不
安
な
部
分
は
経
験

豊
富
な
先
輩
社
員
の
助
け
を

得
る
こ
と
で
、
安
全
上
の
リ

ス
ク
を
カ
バ
ー
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
最
近
は
経
験
の

少
な
さ
や
知
識
不
足
に
よ
っ

て
判
断
を
誤
り
、
事
故
・
事

象
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
柔
軟
な
働
き
方
や
多
能
化

に
よ
る
教
育
訓
練
の
不
足
も

見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
駅
で
は
、
ポ
イ
ン
ト

融
雪
器
の
点
検
を
行
う
た

め
、
管
理
者
が
列
車
見
張
員

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は

当
該
駅
で
の
見
張
業
務
は
初

め
て
で
あ
り
不
安
を
抱
い
て

い
た
も
の
の
、
責
任
感
か
ら

見
張
業
務
を
引
き
受
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
列
車
接
近

警
報
装
置
が
点
滅
し
た
も
の

の
、
列
車
進
来
は
な
い
と
思

い
込
ん
で
い
た
た
め
確
認
に

手
間
取
り
す
ぐ
に
退
避
指
示

を
出
せ
ず
、
触
車
寸
前
で
退

避
し
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

列
車
は
作
業
箇
所
を
50
ｍ
超

え
て
停
車
し
、
作
業
者
の
一

人
は
襟
首
を
つ
か
ま
れ
て
退

避
し
て
い
ま
す
。
他
の
作
業

者
の
方
々
は
、
当
該
駅
で
の

見
張
業
務
が
初
め
て
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ま
た
、
あ
る
車
両
セ
ン
タ

ー
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に

て
推
進
運
転
で
の
入
換
を
行

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
誘
導
担

当
か
ら
の
無
線
で
の
入
換
合

図
が
途
切
れ
た
こ
と
を
疑
問

に
思
い
つ
つ
も
停
車
せ
ず
、

入
換
車
両
が
建
屋
入
口
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
に
衝
撃
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
一
方
、

貫
通
扉
部
分
に
立
っ
て
い
た

誘
導
担
当
は
「
止
ま
れ
」
と

無
線
で
合
図
し
続
け
た
に
も

関
わ
ら
ず
停
車
し
な
い
た

め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
へ
の
衝
撃

直
前
で
車
内
に
避
難
し
無
事

で
し
た
。
こ
の
職
場
で
は
頻

度
の
少
な
い
推
進
運
転
等
の

訓
練
を
行
う
よ
う
求
め
て
い

ま
し
た
が
、
実
施
さ
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。事
故
後
、
よ

う
や
く
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
事
象
も
教
育
や

フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
整
っ
て
い

れ
ば
防
げ
た
可
能
性
が
高
い

と
言
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組

は
「
柔
軟
な
働
き
方
」
に
よ

る
多
能
化
で
様
々
な
業
務
の

知
識
や
経
験
が
薄
く
な
り
、

素
人
集
団
に
な
る
こ
と
を
危

惧
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前

兆
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

柔
軟
な
働
き
方
を
進
め
る
一
方
、経
験
不
足・

�

教
育
不
足
に
よ
る
事
故・事
象
が
相
次
ぐ
！

統
括
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
り
、

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
配
置
転
換
？

・ 十分な訓練が行われないまま、衝突
　 車両センターでの推進運転時、停止位置を行

き過ぎて検修庫のシャッターに衝突

・ 「無線機での合図が途切れたら止まる」という

ルールはあったが、合図が途切れたことを疑

問に感じつつも停車させなかった

・ 推進運転は頻度が少ないため訓練の実施を再

三求めていたが、実施されていなかった

運転士：合図が途切れたことを
疑問に感じつつも停車せず

シャッターに衝
突、突き破った

誘導担当：「止まれ」と無線で停止合図を送るも
停車しないため、衝突寸前で車内に避難

（運転士側は無線機からの音声が途切れていた）

進行
方向

・ 不安なまま従事し、あわや触車
　 駅構内ポイント融雪器点検にて、列車接近警

報装置が作動中なのに列車見張員が退避指示

を出さず、あわや触車

・ 見張員は不慣れで不安を感じていたにも関わ

らず、従事してしまった

・ 「作業後の別業務が気になっていた」との背後

要因は報告書から削除

※ このうち１名は、襟首を掴んで 

引っ張られたことで、間一髪で触車を免れた

特急列車

「危ない！」の声を聞き３名退避

「危ない！」と叫び２名退避
現場を約50m
行き過ぎて停車

トンネル

特急列車

200m手前で非常ブレーキ

小田原・伊豆統括センター

東海道線

湯河原 真鶴 小田原 国府津

伊東

熱海

伊
東
線 熱海運輸区

（CTC含む）

国府津
運輸区

兼務

統括センターと運輸区の兼務発令により、
将来的には２つの運輸区を兼務可能に？

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

各駅と２つの運輸
区が同一職場とな
り、発令なしで配
置転換可能に？

仙台統括センター

仙台
運輸区

宮城野
運輸区

仙台
（地区センター含む）

多賀城

白石蔵王

仙台空港アクセス線

仙石線

常磐線
岩沼

　
北
上
新
幹
線
保
線
技
術
セ

ン
タ
ー
で
は
、
異
動
の
事
前

通
知
が
〝
意
識
付
け
〞
も
な

く
出
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
社

員
に
は
意
識
付
け
が
行
わ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本

人
に
は
突
如
と
し
て
希
望
と

全
く
異
な
る
異
動
先
を
事
前

通
知
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

当
該
組
合
員
は
「
簡
易
苦
情

処
理
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
宮
支
社
で
は
、

「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え

な
い
人
事
異
動
に
よ
り
３
名

の
病
欠
者
が
生
じ
て
い
ま

す
。
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
か

ら
駅
信
号
へ
転
勤
し
た
ケ
ー

ス
で
は
、
会
社
は
団
体
交
渉

で
「
異
動
は
病
欠
の
一
要

因
」
と
回
答
し
、
他
の
理
由

は
何
か
を
問
う
て
も
回
答
で

き
ず
、
直
接
本
人
に
聞
い
た

ら
ど
う
か
と
指
摘
し
て
も

「
で
き
な
い
」
と
回
答
し
、

病
欠
の
要
因
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

運
転
職
場
で
異
動
を
慫
慂
さ

れ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
診
断
書

に
「
異
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

が
大
き
な
要
因
」
と
記
載
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
社

は
「
異
動
は
一
要
因
」
と
繰

り
返
す
ば
か
り
で
す
。

　
そ
し
て
、
東
京
支
社
で
は

組
織
再
編
施
策
の
準
備
に
追

わ
れ
る
中
、
突
如
と
し
て
希
望

に
反
す
る
出
向
が
事
前
発
令

さ
れ
、
引
継
ぎ
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
経
営
と
は
名
ば
か
り

の
、
社
員
の
心
を
蝕
む
異
常

な
人
事
異
動
が
な
さ
れ
て
い

る
現
実
は
、
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
決
し
て
許
さ

ず
、
厳
し
い
状
況
下
に
い
る

仲
間
と
連
帯
し
て
た
た
か
い

ま
し
ょ
う
。

生
活
実
態
と
業
務
実
態
を
踏
ま
え
な
い

�

異
常
な
人
事
異
動
が
急
増
！

本人希望や生活設計を無視した人事異動や出向
十分な教育がないまま、不安な中で新たな仕事他人事ではない!

９月１６日、北上新幹線保線技術センターの組合員に１０月１日付で八戸新幹線保線技術セン

ターへの転勤の事前通知が意識付けもなく出されました。納得感がない当該組合員は組合員だ

からできる「簡易苦情処理」を提出しました。

１、事前の意識付けがなく、事前通知が出された

２、本人希望は北上地区での「出向」か「在来保線」

３、他の社員は事前の意識付けがあった。

４、在籍の長い他の社員が八幹保を希望している中で、

在籍３年２カ月での転勤

５、疑問をもった本人が現場長と話をした際の内容

本 人：他の社員は事前情報があったが、自分は発令通知が出るまで事前情報が全く

なかった。規程上はいいとしても、差別や人間味が無いと感じる。社員一人ひと

りの生活がある中で、事前に相談が無いのはひどいと感じる。

現場長：理由は無い。 日前であれば異動の準備ができる。

差別を感じるのは勝手である。

本 人：転勤してまでも働きたい会社だとは思えない。

現場長：当社は異動ありきである。転職は個人の判断である。

転勤

内容

他の社員は事前情報があったが、自分は発令通知が出

意識付け・本人希望なしでの事前通知！

１０月 1 日、東京支社が首都圏本部として組織編成を行うにあたり、準備が急ピッチで進められ

ています。組織再編成施策の中で、東京支社の総合事務センターの業務が移管されることが明

らかになり、担当者が準備や引継ぎに追われている中、本人希望を無視した出向の事前発

令が行われました。

ＪＲ東労組東京地本は、「いま職

場では、社員への説明もなく、納得

感もないままに矢継ぎ早に打ち出さ

れる施策に対し、疑問・不信感なら

びに将来展望を喪失するといった失

望感さえ漂っています」と打ち出し、

経営幹部と現場組合員・社員の認識

一致と納得感を求めて、緊急申し入

れを行いました。

９月１５日、総合事務センターの

組合員（東京地本副委員長）に出

向の事前発令が行われました。こ

の組合員は、事前の面談の中で、

出向自体は否定しないものの、業

務移管に伴う引継ぎに時間がなさ

すぎること、業務移管する業務が

膨大であり、整理がつくまで任務を

負わせてほしいと訴えましたが、そ

の本人希望を無視し、出向が事前

発令されました。

いま職

組織再編準備中、業務の引継ぎもできないまま

業務実態・本人希望を無視して出向！

　
組
織
再
編
の
施
策
が
各
地

方
で
提
案
さ
れ
労
使
議
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
労
使

議
論
が
行
わ
れ
る
前
に
施
策

が
先
行
し
て
進
め
ら
れ
、
問

題
が
発
生
し
て
い
る
職
場
が

あ
り
ま
す
。

　
田
端
統
括
セ
ン
タ
ー
が

２
０
２
３
年
６
月
に
発
足
予

定
と
し
て
提
案
さ
れ
、
現
在

労
使
交
渉
に
向
け
た
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

労
使
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
田
端
運

転
所
で
は
駅
業
務
の
見
習
い

を
10
月
か
ら
副
長
が
先
行
し

て
行
い
、
乗
務
員
も
11
月
か

ら
行
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
管
理
者
や
乗
務
員
は
日
常

業
務
を
抱
え
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
「
と
り
あ
え
ず
や
っ

て
み
よ
う
」「
歩
き
な
が
ら

考
え
よ
う
」
と
い
っ
た
思
考

で
、
発
生
す
る
課
題
も
議
論

さ
れ
な
い
ま
ま
施
策
が
先
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
安
全
が
最
優
先

さ
れ
る
べ
き
鉄
道
事
業
と
し

て
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
片
手
間
で

短
時
間
で
の
経
験
で
成
り
立

つ
ほ
ど
営
業
職
場
の
業
務
は

単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施

策
を
担
う
社
員
か
ら
は
「
会

社
を
辞
め
た
い
！
」「
こ
ん

な
施
策
お
か
し
い
！
」
と
い

っ
た
悲
痛
な
声

が
出
て
い
ま

す
。

　
施
策
を
実
施

す
る
に
あ
た

り
、
労
使
で
議

論
を
積
み
上

げ
、
発
生
す
る

課
題
の
克
服
を

め
ざ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
安

全
が
蔑
ろ
に
な

る
だ
け
で
な
く

働
く
者
の
「
安

全
・
健
康
・
ゆ
と
り
」
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

労
使
議
論
も
な
く「
や
っ
て
み
よ
う
」の

精
神
で
問
題
続
出
！
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９
月
11
日
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
は

米
軍
普
天
間
基
地
の
辺
野
古
へ
の
移

設
に
反
対
す
る
現
職
の
玉
城
デ
ニ
ー

氏
が
大
差
で
再
選
し
た
。
沖
縄
の
民

意
は
改
め
て
「
辺
野
古
ノ
ー
」
を
明

確
に
し
、
安
全
保
障
議
論
よ
り
外
交

重
視
を
唱
え
る
現
職
を
支
持
し
た
こ

と
は
、
台
湾
有
事
の
際
に
沖

縄
が
最
先
頭
で
巻
き
込
ま
れ

る
危
機
感
で
も
あ
り
、
私
た

ち
は
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
８
月
31
日
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
鉄
道
事
業
社
員

４
０
０
０
人
縮
小
へ
」
と
い
う
記
事
が
突
如
と
し

て
報
道
さ
れ
た
。
２
０
２
５
年
〜
２
０
３
０
年
に

か
け
、
定
年
退
職
に
よ
る
自
然
減
と
ワ
ン
マ
ン
な

ど
の
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
今

後
収
入
が
見
込
め
な
い
鉄
道
事
業
か
ら
、
成
長
分

野
で
あ
る
不
動
産
や
流
通
事
業
に
社
員
を
配
置
転

換
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
は
労
使
議
論
を
通
じ
て
、
何
事
に
お
い
て
も

本
人
希
望
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
き

た
。
私
た
ち
の
働
き
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
事
前
の
社
員
説
明
も
な

く
〝
会
社
方
針
に
黙
っ
て
つ
い
て
こ
い
〞
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
姿
勢
で
あ
り
、
労
使
議
論
を
軽
視
す

る
よ
う
な
経
営
姿
勢
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
会
社
都
合
だ
け
で
の
配
置
転
換
な
ど
あ
り
え

ず
、
今
の
会
社
に
は
納
得
感
の
あ
る
丁
寧
な
説
明

が
欠
け
て
い
る
。
組
織
と
し
て
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

　
一
方
で
先
達
が
血
と
汗
と
涙
で
つ
く
り
上
げ
た

国
鉄
改
革
か
ら
35
年
、
進
み
ゆ
く
人
口
減
少
な
ど

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
の
一
つ
に
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
が

あ
る
。
国
交
省
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
あ
り
方
を
議

論
す
る
有
識
者
検
討
会
が
７
月
に
赤
字
路
線
の
存

続
に
つ
い
て
の
提
言
を
示
し
た
。
今
後
、
対
象
と

な
る
路
線
に
対
し
て
国
と
自
治
体
、
そ
し
て
事
業

者
が
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
も
国
交
省
発
表
の
３
日
後
に
赤
字
路
線
の
収
支

を
発
表
し
て
お
り
、
事
前
に
鉄
道
各
社
と
国
が
連
携
し
て

い
た
と
見
て
と
れ
る
。
会
社
は
「
廃
止
あ
り
き
で
は
な

い
」
と
強
調
す
る
が
撤
退
の
思
惑
が
透
け
て
お
り
、
地
方

か
ら
は
「
鉄
道
は
沿
線
住
民
の
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な

く
、
地
域
の
経
済
、
文
化
を
つ
な
ぐ
重
要
な
路
線
で
あ

り
、
極
め
て
公
共
性
の
高
い
事
業
を
担
っ
て
い
る
事
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
反
発
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
隠
れ
「
赤
字
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う

国
民
世
論
と
、
私
た
ち
自
身
に
も
「
赤
字
だ
か
ら
」「
利

用
者
が
い
な
い
か
ら
」
と
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
状

況
が
つ
く
ら
れ
る
中
で
、
鉄
道
に
携
わ
る
者
と
し
て
地
域

の
足
と
私
た
ち
の
雇
用
に
も
関
わ
る
問
題
に
向
き
合
う
と

き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
今
、
会
社
は
「
変
革
２
０
２
７
」
の
実
現
に
向

け
、
①
「
柔
軟
な
働
き
方
」、
②
「
組
織
再
編
」

を
進
め
て
い
る
が
、
今
回
の
③
「
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
」
を
見
る
と
、
重
く
の
し
か
か
る
固
定
費
削
減

に
向
け
た
構
造
改
革
だ
け
で
な
く
、
国
と
一
体
と

な
っ
て
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
を
整
理
し
つ
つ
、

マ
ル
チ
に
働
く
社
員
に
す
る
た
め
の
意
識
改
革

労
務
管
理
の
強
化
を
目
的
に
、
３
つ
が
セ
ッ
ト
で

進
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
方
で
見
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

「
鉄
道
に
よ
る
軍
事
輸
送
」
の
可
能
性
で
あ
る
。

５
月
19
日
に
国
交
省
が
行
っ
た
「
今
度
の
鉄
道
物

流
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
で
、
防
衛
省
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
ロ
シ
ア
軍
侵
略
に
ふ
れ
、
鉄
道

は
物
資
や
兵
士
を
輸
送
す
る
重
要
な
手
段
だ
と
述

べ
、
国
交
省
も
「
日
本
で
の
軍
事
輸
送
は
正
面
か

ら
考
え
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
検
討
し
て
お
り
費

用
負
担
も
含
め
議
論
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。
も
し
台
湾
有
事
が
起
こ
れ
ば
沖
縄

が
出
撃
拠
点
に
な
る
と
も
言
わ
れ
、
沖
縄
方
面
に

私
た
ち
が
そ
の
軍
事
輸
送
を
担
う
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
を
見
れ
ば
、
開

戦
後
も
鉄
道
は
一
日
も
止
ま
る
こ
と
な
く
運
行
さ

れ
て
い
る
一
方
、
鉄
道
労
働
者
１
２
４
名
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
沖
縄
の
問

題
や
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
、
そ
し
て
鉄
道
事
業
４

０
０
０
名
削
減
問
題
な
ど
を
、
点
で
見
る
こ
と
な

く
、
線
に
つ
な
げ
て
、
私
た
ち
の
将
来
に
ど
の
よ

う
に
影
響
す
る
の
か
を
多
面
的
に
見
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
黙
っ
て
い
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
行
動
し
な

け
れ
ば
現
実
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
課
題

を
避
け
て
通
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
私
た
ち
は
現

実
を
直
視
し
「
新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本
柱
」

を
基
礎
に
、
組
合
員
や
未
加
入
者
と
の
議
論
を
つ
く
り
出

し
、
そ
し
て
鉄
道
を
利
用
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
や
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
外
部
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
こ
の
課
題
を

乗
り
越
え
な
く
て
は
未
来
は
な
い
。
今
こ
そ
自
ら
の
問
題

と
し
て
、
仲
間
の
雇
用
を
守
っ
た
国
鉄
改
革
の
教
訓
を
現

在
的
に
生
か
し
、「
何
を
な
す
べ
き
か
」
す
べ
て
の
仲
間

に
訴
え
、
職
場
か
ら
議
論
を
つ
く
り
出
そ
う
。

ＪＲ発足最大の変革と捉え、
会社施策とローカル線問題に立ち向かおう！

　ＪＲ東労組は、会社より提案された「現業機関における新たな役割について」と「サービスマネージャーの見直しについて」に関して、職場

からの不安の声を受け、申２号・申３号で解明申し入れを提出し、団体交渉を行いました。（詳細は業務部速報をご参照ください）

　「変革2027」の実現にあたり、「柔軟な働き方」や「組織再編」も含めた各種施策は密接に関連します。矢継ぎ早に進められる施策に対し、職

場では説明もままならないままに物事が進められ、説明する側・される側どちらも不安・不信感を抱く状況となっています。

　今後、職場の声をもとに基本申し入れを行い、団体交渉にて要求実現を目指していきます。

「新たな施策に対する５本柱」に基づき、
 「安全・健康・ゆとり」ある職場を仲間と共につくり出そう！

「現業機関における新たな役割について」

 に関する解明申し入れ（９月13日団体交渉）

組合 イノベーティブスタッフを新設するに至った課題は何か？

会社 変革2027の実現に向けて、柔軟な働き方や組織再編をこれまで議

論してきている。鉄道事業だけでなく、IT・Suica事業や生活サービス

事業など様々な事業、働く領域が現業機関において広がっている現状で

ある。課題は様々あるが、情勢が変わっていく中で、現場において牽引

していく役割を期待して新設する。

組合 イノベーティブスタッフは何をするのか？規模感はどれくらいな

のか？

会社 一般社員の中で、中心的に役割を担ってきている人たちの活躍を

推進していく。鉄道事業だけではなく、支社が行っていた調整や融合、

プランニングなどを行い、サービスを提供し稼いでいく現業機関となり

重みが増していくことになる。作業ダイヤ等の業務ではなく、非定型業

務が中心になる。業務面で管理者の補佐をしていただく。管理者ではな

いので、人事評価は行わない。イノベーティブスタッフという担務はな

い。融合と連携は担務だけでなく、箇所を越えることも念頭にある。駅

や乗務員区で発令されれば内勤になると考える。イノベーティブスタッ

フは職場を管理するわけではないので定数管理するものではない。求め

られる役割に合わせて配置する。

組合 イノベーティブスタッフの指定基準は何か？

会社 二次的発令として会社が発令していくことに変わりはない。現在

の業務主務はイノベーティブスタッフに包含されるために基本的に発令

されることになる。指導担当と二重発令することもある。

組合 職制・指揮命令系統との整合性はあるのか？

会社 主務職の役割は変わるものではないし、職制、指揮命令系統は変

わらない。

「サービスマネージャーの見直しについて」

 に関する解明申し入れ（８月30日団体交渉）

組合 サービスマネージャーが果たしてきた役割は何か

会社 場所に捉われずにお客さまのニーズに応える案内、フレキシブルに対

応することで、サービスレベルの向上に中心的な役割を担っていただいた。

定例的な作業ダイヤではなく、機動的に臨機応変に対応できるからこそ駅の

サービスレベル向上に大きな役割を果たしてきた。

組合 サービスマネージャーの配置駅は多くの乗降人員がある駅や、地方の

拠点駅であり、配置するなりの特情や特殊性があると考えるがどうか。

会社 ＮＦ2008でも議論してきている。大駅であり、お客さまのニーズが多

いことから配置してきている。

組合 サービスマネージャーが担っている業務はこれからも必要な業務であ

り「人ならではのきめ細やかな対応」はこれからも重要だ。

会社 全てサービスマネージャーが行うのではなく、職場総体で役割分担し

ながら行っていく。駅の特性に合わせて案内することが重要。制度としての

サービスマネージャーは解消するが、業務に必要な体制は確保する。

組合 サービスマネージャーとしての知識や経験などをどのように継承して

いくのか。過渡期だからこそ指導・教育していくためにも解消すべきではな

いのではないか。

会社 今まさに過渡期であり、よりよいものにしていくために議論している

ところである。各駅でサービスマネージャーがどのような仕事をしていたの

か、特情を見ながら、丁寧に整理していくことだ。

組合 サービスマネージャーを目指している人もいる。

会社 キャリアビジョン、キャリア形成はこれまで以上に複線化していく。

営業統括センター、統括センターもできていくので、幅広く経験を積んで多

能化、できるスキルを広げていくことができる。目指すべきところは一つで

はない。

申２号 申３号

現業機関における新たな役割について

サービスマネージャーの見直しについて

解明交渉
を行う！



第７４０号２０２２年９月２０日 （平成元年９月13日第３種郵便物認可）（５）

ＪＲ東労組青年部第38回定期委員会ＪＲ東労組青年部第38回定期委員会
スローガン

　全青年部員の実践で10年後、
 20年後のＪＲ東労組の未来を切り拓こう！

　「労働者の立場」を自覚する運動で組織を強化し、
 １万人組織の実現をめざそう！

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
青
年
部
は
８
月
21
日
、

目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
東

労
組
青
年
部
第
38
回
定
期
委
員
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
佐
藤
中

央
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

労
組
青
年
部
よ
り
池
尻
青
年
部
長
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
よ
り
松
山
組
織
部
長
に
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
。

　
武
田
青
年
部
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
昨

年
の
定
期
委
員
会
以
降
、
青
年
部
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
た
。
言

い
に
く
い
こ
と
も
言
い
合
え
る
の
は
青

年
部
の
存
在
意
義
の
一
つ
。
将
来
を
見

据
え
た
時
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
残
る
の
は

自
分
た
ち
青
年
部
。
今
一
度
、
自
分
た

ち
の
運
動
を
振
り
返
り
、
組
織
強
化
・

拡
大
を
つ
く
り
出
す
青
年
部
組
織
を
め

ざ
そ
う
！
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
は
あ
い

さ
つ
で「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
現
地
に
立
っ

て
き
た
。
戦
争
を
過
去
の
も
の
に
し
て

は
い
け
な
い
。
Ｊ
Ｒ
発
足
35
周
年
、
今

一
度
立
ち
向
か
う
た
た
か
い
を
学
ぶ
べ

き
。
35
年
の
た
た
か
い
を
主
体
的
に
捉

え
返
し
た
た
か
お
う
」
と
い
う
激
励
を

頂
き
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
14
名
か
ら
発
言
が
あ
り
、

方
針
に
肉
付
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
青
年
部
は
、
今
年
一
年

間
『
青
年
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
運
動

を
全
青
年
部
員
で
実
践
し
、
組
織
拡
大

を
め
ざ
そ
う
！
』『
22
春
闘
の
教
訓
を

基
に
「
労
働
者
の
立
場
」
を
自
覚
す
る

仲
間
づ
く
り
を
推
し
進
め
、
経
営
姿
勢

に
立
ち
向
か
う
青
年
部
組
織
を
つ
く

り
だ
そ
う
！
』『
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和

電
車
区
事
件
か
ら
20
年
！
あ
ら
ゆ
る
テ

ロ
に
も
戦
争
に
も
反
対
！
本
質
を
見

極
め
、「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

の
精
神
で
た
た
か
お
う
！
』
の
３
つ
の

柱
を
基
に
運
動
を
推
し
進
め
て
い
き
ま

す
。

委
員
の
主
な
発
言

【
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
】
▼
自
分
が
感
じ

る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
必
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
。
一

人
で
の
運
動
の
限
界
性
を
感
じ
た
。
職
場
の
仲
間
と
共

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
▼
自
分
の
組
織
拡
大

の
運
動
を
振
り
返
っ
た
時
に
、
一
喜
一
憂
す
る
運
動
に

な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
自
分
を

変
え
て
、
議
論
す
る
場
を
意
図
的
に
つ
く
り
出
す
実
践

を
し
て
き
た
。
職
場
で
は
、
会
社
の
狙
い
に
つ
い
て
一

方
的
な
批
判
で
は
な
く
、
何
を
一
致
さ
せ
て
い
く
の
か

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
。
組
合
員
と
共
に
ど
の
よ

う
に
実
践
し
て
い
く
の
か
が
課
題
だ
。

【
加
入
を
決
意
し
て
く
れ
た
仲
間
か
ら
】
▼
18
春
闘
の
ス
ト
方
針
で
脱

退
を
し
た
。
そ
の
後
の
会
社
か
ら
の
異
常
な
ま
で
の
社
友
会
へ
の
加
入
の
慫

し
ょ
う

慂よ
う

に
疑
問
を
持
っ
た
。
親
身
に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
役

員
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
押
し
と
な
っ
て
加
入
を
決
意
し
た
。
会
社
の
常
軌
を

逸
し
た
行
動
に
対
応
で
き
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
し
か
な
い
。
今
後
は
自
分

が
未
加
入
者
の
不
安
や
不
満
を
聞
き
出
し
て
い
く
▼
脱
退
後
も
集
会
に
呼
ん

で
も
ら
っ
て
多
く
の
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
未
加
入
の
自
分
が
参
加
し

て
良
い
の
か
？
と
い
う
思
い
や
、
会
社
か
ら
何
か
や
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
に
お
か
し
い
と
言
え
る
の
は
、
労

働
組
合
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
い
う
事
に
気
づ
き
、
仲
間
を
思
い
、
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
し
か
な
い
と
思
い
、
加
入
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

【
平
和
運
動
に
つ
い
て
】
▼
沖
縄
平
和
研
修
に
参
加
し
、
現
地
の
人
の
声

を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
学
ん
だ
。
労
働
者
と
は
何
か
？
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
▼
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
研
修
に
参
加
し
て
、
戦
争
は
兵

器
し
か
生
ま
れ
ず
、
自
分
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
感
じ
た
。

【
会
社
施
策
に
つ
い
て
】

▼
統
括
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い

て
、
職
場
管
理
者
は
ま
と
も

に
説
明
で
き
な
い
現
実
。
会

社
施
策
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
る
の
は
自
分
た
ち
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
て
、
実
践
を
重
ね
て

い
く
し
か
な
い
▼
営
業
統

括
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
て
働

き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

今
後
も
更
な
る
労
務
管
理
に

立
ち
向
か
っ
て
い
く
。

2022年度 中央常任委員会（敬称略）
青  年  部  長 宮下　洋介 さいたま車掌区

副 　部　 長 中津川大地 つがる運輸区

〃 森田　隼士 鎌倉車両センター

〃 大竹　一輝 さいたま車掌区

事 　務 　長 内田　　涼 盛岡運輸区

中央常任委員 七ツ田　卓 八戸運輸区

〃 三浦　隆徳 秋田運輸区

〃 鈴木　敬太 山形統括センター

〃 庄司　健人 佐原駅

〃 江村亜登夢 小田原・伊豆統括センター

〃 畠山　　豪 大宮総合車両センター 保全科

〃 今村　直人 長野総合運輸区

　
８
月
26
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
サ
ー
ク
ル
協
議
会
「
第
33
回
定
期
総
会
」

を
感
染
対
策
の
た
め
リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
、
42
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
川
島
議
長
か
ら
は
、「
全
体
で
結
集
す
る
準
備
を
し
て
き
た
が
、
感

染
拡
大
で
リ
モ
ー
ト
開
催
と
し
た
。
苦
し
い
け
ど
前
進
し
よ
う
」
と
提

起
し
、
「
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
前
向
き
な
議
論
を
つ
く
り
出
し
、
組

織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
み
ん
な
で
実
践
し
て
き
た
。
職
場
は
本
音
で

議
論
で
き
て
い
る
の
か
？
仲
間
を
大
切
に
す
る
空
気
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
等
を
開
催
で
き
た
、
で
き
な
い
も
あ
っ
た
と

思
う
。
課
題
を
明
確
に
し
、
大
会
の
つ
く
り
方
も
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
き
た
い
。
職
場
活
動
の
否
定
が
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
で

あ
っ
た
。
今
、
職
場
活
動
の
否
定
は
お
ろ
か
、
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
ミ
ス
を
し
て
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
仲
間
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の

も
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
前
の
感
覚
を
取
り
戻
し
な
が

ら
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
前
進
さ
せ
て
い
こ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

　
下
村
中
央
執
行
副
委
員
長
か
ら
は
来
賓
あ
い
さ
つ
、
佐
藤
中
央
執
行

委
員
長
か
ら
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
カ
ン
パ
現
地
支
援
の
報

告
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
サ
ー
ク
ル
の
現
状
や
成
功
体
験
、
加
入
へ
の
取
り
組

み
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
の
悩
み
を
共
有
し
ま
し
た
。
単
独
で
の

開
催
が
厳
し
く
て
も
、
部
同
士
が
連
携
し
て
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て

い
く
と
の
発
言
が
あ
り
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
サ
ー
ク
ル
か
ら
つ
く
り

出
す
決
意
溢
れ
る
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
サ
ー
ク
ル
協
議
会
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
上
原
事

務
局
次
長
が
、
定
年
退
職
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。「
え
ん
罪
・
Ｊ

Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
」
か
ら
11
月
で
20

年
、
私
た
ち
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
こ
れ

か
ら
も
美
世
志
会
と
共
に
た
た
か
い
、

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

2022年度 本部サークル協議会役員体制（敬称略）
議　　　長 川島　　淳 大宮運転区

副　議　長 石戸　　亨 福島総合運輸区

〃 野中　広俊 立川営業統括センター

〃 伊藤　彰英 盛岡新幹線運輸区

〃 中島　　匡 宮城野運輸区

事 務 局 長 新田　英二 さいたま運転区

事務局次長 吉田　昌文 盛岡新幹線運輸区

〃 重久　拓也 横浜運輸区

〃 鈴木　佳織 本部

上原さん
お疲れさまでした！

サークル協議会 第33回定期総会
　
９
月
３
日
、
東
京
地
本
会
議
室
に
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
新
幹
線
協
議
会

「
第
４
回
定
期
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
定
期
委
員
会
は
２
０

１
９
年
に
結
成
総
会
を
行
っ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
久
し

ぶ
り
に
参
加
者
が
集
ま
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
浅
沼
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
８
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
、
３
月

に
福
島
県
沖
地
震
で
発
生
し
た
新
幹
線
の
脱
線
に
つ
い
て
新
幹
線
職
場

の
み
な
ら
ず
、
全
組
合
員
で
奮
闘
し
復
旧
し
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
先
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
超

え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
行
わ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
平
和
を
希
求
す
る
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
各
職
場
で
発
生
し
て
い
る
問
題
点
、
変
革
と
い
う
名
の
も

と
に
進
め
ら
れ
る
施
策
に
よ
る
歪
み
等
の
悲
痛
な
職
場
の
声
が
出
さ
れ

た
他
、
「
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
休
業
指
示
」
や
「
新

幹
線
車
両
セ
ン
タ
ー
業
務
執
行
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
雇
用
や

労
働
条
件
に
直
結
す
る
大
き
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
実
践
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
が
少
数
の
職
場
で
あ
っ
て
も
組
織
の
運
動

を
前
進
し
て
い
く
実
践
的
な
発
言
が
な
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
リ
モ
ー

ト
で
は
な
い
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
定
期
委
員
会
に
は
新
幹
線
協
議
会
の
結
成
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
参
加
も
あ
り
、
広
い
エ
リ
ア
で
あ
っ
て
も
お
互
い
に
向
き
合
い

な
が
ら
議
論
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
更
に
職
場
か
ら
た
た
か

い
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
幹
線
協
議
会
は
「
新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本
柱
」
を
据
え
て
、

施
策
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
組
合
員
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
全
員

が
働
き
や
す
い
会
社
と
社
会
の
実
現
に
向
け
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
今

後
も
職
場
か
ら
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

2022年度 新幹線協議会役員体制
 （敬称略）

議　長 浅沼　宏優 盛岡新幹線運輸区

副議長 石戸　　亨 福島総合運輸区

〃 近藤　隆行 盛岡新幹線運輸区

〃 高橋　孝一 小金井運転区

事務長 佐藤　伸也 盛岡新幹線車両センター

幹　事 其田　洋輔 日本リーテック（盛岡）

〃 飯坂　竜也 盛岡新幹線運輸区

〃 藤村　祐輝 盛岡新幹線車両センター

〃 佐藤　武志 秋田運輸区

〃 橋本　直幸 新幹線総合車両センター

〃 高槻　直矢 仙台新幹線運輸区

〃 田代　正記 東京新幹線運輸区

〃 磯　　裕二 大宮電力技術センター

〃 齋藤　裕介 新潟新幹線車両センター

〃 今村　直人 長野総合運輸区

新幹線協議会 第4回定期委員会
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運
車
部
会

運
車
部
会
　
第
　
第
3030
回
定
期
委
員
会

回
定
期
委
員
会

　
７
月
23
日
、
さ
い
た
ま
市
民

会
館
お
お
み
や
に
お
い
て
、
第

30
回
定
期
委
員
会
を
59
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
16
名
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ

り
、
職
場
現
実
や
安
全
問
題
、

新
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｒ
Ｅ
や
ワ
ン
マ
ン

運
転
拡
大
な
ど
の
各
種
施
策
に

対
す
る
発
言
で
委
員
会
を
つ
く

り
出
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東

労
組
結
成
か
ら
35
年
、「
え
ん

罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
」

か
ら
20
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
基
軸
に
し
っ
か
り
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
、
分
科
会
と
の
連

携
を
強
化
し
横
の
つ
な
が
り
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
運
輸
車
両
部
会
は
、「
新
た

な
施
策
に
対
す
る
５
本
柱
」
に

基
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮

し
、「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り

・
働
き
が
い
」
を
持
て
る
職
場

を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、
運
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
８
月
20
日
、
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
に
お
い
て
第
34

回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て

佐
藤
中
央
執
行
副
委
員
長
、
福
田
組
織
研
修
担
当

部
長
に
参
加
い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
盛
岡
・
長
野
地
本
の

２
か
所
で
リ
モ
ー
ト
機
能
を
活
用
し
、
35
名
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
10
名
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
組

織
再
編
・
組
織
強
化
拡
大
・
安
全
に
つ
い
て
職
場

で
の
実
践
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
斉
藤
副
部
会
長
の
総
括
答
弁
で
は
、
施
策
に
し

っ
か
り
向
き
合
う
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
運
動
の

原
点
で
あ
る
「
抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
立

脚
し
、「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き
が
い
」
の
あ

る
職
場
づ
く
り
と
、
組
織
拡
大
に
向
け
た
運
動
を

押
し
進
め
て
い
く
た
め
の
１
年
間
に
す
る
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
開
催
し
て

き
た
各
系
統
別
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
も
、
未
来

に
工
務
職
場
を
残
し
て
い
く
た
め
の
有
意
義
な
議

論
が
出
来
る
よ
う
に
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

新役員体制（三役のみ・敬称略）

部 会 長 關谷　浩之 大宮

副部会長 三ケ田好幸 盛岡

副部会長 工藤　　厚 盛岡

事 務 長 伊藤千恵蔵 盛岡

　
９
月
10
日
、
仙
台
地
本
会
議
室
に
お
い
て
、

き
か
く
部
会
代
表
者
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
中
央
本
部
と
石
川
か
ん
り
部
会
長
を
お

招
き
し
、「
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
。
言
う
べ

き
こ
と
は
言
い
『
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
・
働
き

が
い
』
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
通
し
、
き
か

く
部
会
の
旗
の
下
に
未
加
入
者
、
離
脱
者
を

呼
び
掛
け
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
再
結
集
を
勝
ち

取
ろ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
総
勢
17

名
（
１
名
ｗ
ｅ
ｂ
参
加
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
間
の
支
社
職
場
で
の
た
た
か
い

や
出
向
先
で
の
た
た
か
い
で
の
活
動
の
前
進

と
、
３
つ
の
視
点
（
①
経
営
の
安
定
に
寄
与

す
る
の
か
②
労
働
者
、
お
客
さ
ま
の
安
全
、

健
康
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
③
社
員
の
働

き
が
い
や
り
が
い
は
向
上
す
る
の
か
）
で
会

社
施
策
の
検
証
を
行
い
「
安
全
・
健
康
・
ゆ

と
り
・
働
き
が
い
」
あ
る
職
場
づ
く
り
を
通

し
、
き
か
く
部
会
の
旗
の
下
に
未
加
入
者
、
離

脱
者
を
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
を
満
場
一
致
で

確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
仁
戸
田
部
会
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
向
こ
う
１
年
の
活
動
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

新役員体制（三役のみ・敬称略）

部 会 長 仁戸田茂樹 八王子

副部会長 関根　　巌 東京

事 務 長 下雅意浩明 東京

サークルからのサークルからの
お知らせお知らせ
ＪＲ東労組
第27回軟式野球大会

開催日開催日

　11月15日（火）～ 16日（水）　11月15日（火）～ 16日（水）

開催場所開催場所

　多賀城市中央公園　多賀城市中央公園

 多目的グラウンド 多目的グラウンド

　※国府多賀城駅から徒歩10分　※国府多賀城駅から徒歩10分

宿泊箇所宿泊箇所

　アパヴィラホテル仙台駅五橋　アパヴィラホテル仙台駅五橋

参加費参加費

　11,000円　11,000円

集合時間集合時間

　11:45（開会式12:15）　11:45（開会式12:15）

参加締切参加締切

　10月31日（月）　10月31日（月）

多くの参加をお待ちしています！多くの参加をお待ちしています！

※ 詳細については各地本にお問い※ 詳細については各地本にお問い

合わせください。合わせください。

　
９
月
１
日
、
本
部
会
議
室
に
お
い
て
、
医
療
部

会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
て
、
感
染
者
受
け
入
れ
医
療
機
関
と
し
て
の

不
安
や
日
本
の
高
年
齢
化
に
よ
る
医
療
従
事
の
在

り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
が
少

な
い
中
で
離
脱
者
・
未
加
入
者
を
含
め
て
81
名
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
実
態
を
掴
ん
で
き
ま

し
た
。
医
療
従
事
の
変
化
へ
の
対
応
に
苦
労
し
て

い
る
声
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
企
業

立
病
院
と
し
て
の
責

務
と
地
域
医
療
へ
の

貢
献
を
す
る
た
め

に
、
労
働
条
件
・
労

働
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
医
療
部
会
は
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

新役員体制新役員体制（三役のみ・敬称略）（三役のみ・敬称略）

部 会 長 杉本　博輝 大宮

副部会長 斉藤　　誠 大宮

事 務 長 七海　勝彦 仙台

工
務
部
会

工
務
部
会
　
第
　
第
3434
回
定
期
委
員
会

回
定
期
委
員
会

営
業
部
会

営
業
部
会
　
第
　
第
3535
回
定
期
委
員
会

回
定
期
委
員
会

き
か
く
部
会
　

き
か
く
部
会
　
代
表
者
総
会

代
表
者
総
会

か
ん
り
部
会

か
ん
り
部
会
　
第
　
第
3737
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

医
療
部
会
　

医
療
部
会
　
定
期
総
会

定
期
総
会

　
９
月
14
日
、
東
京
地
本
会
議
室
に
46
名
の
組

合
員
が
結
集
し
て
第
35
回
定
期
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　「
現
業
機
関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の
実

現
」「
変
革
２
０
２
７
の
実
現
に
向
け
た
組
織

の
再
編
」
に
よ
り
、
様
々
な
事
象
が
発
生
し

て
お
り
、
質
疑
で
は
「
管
理
者
が
見
習
い
を
し

な
い
で
て
こ
扱
い
を
行
う
信
号
に
従
事
し
た
」

「
見
習
い
中
の
社
員
が
列
車
扱
い
を
行
っ
た
」

等
、
要
員
不
足
を
背
景
に
「
本
人
が
大
丈
夫
と

言
っ
て
い
る
」「
あ
い
つ
は
度
胸
が
あ
る
」
と

教
育
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
事
象
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
「
ナ
ッ
ク
ル
を
開
か
ず
に
連
結

作
業
を
行
う
」
と
い
っ
た
事
象
も
報
告
さ
れ
、

経
験
、
知
識
が
不
足
し
て
お
り
、
異
常
時
で
も

確
実
に
一
つ
ひ
と
つ
多
く
の
目
で
確
認
す
る
こ

と
の
重
要
性
も
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
営
業
部
会
は
「
新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本

柱
」
を
基
に
組
合
員
・
未
加
入
者
か
ら
出
さ
れ

た
職
場
の
課
題
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
職
場
の
問
題
解
決
を
通
じ
て
、
組
合
員
一

人
ひ
と
り
が
職
場
で
東
労
組
へ
の
加
入
を
訴

え
、
組
織
拡
大
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
、
本
部
会
議
室
に
お
い
て
、
か
ん
り

部
会
第
37
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
央

本
部
よ
り
佐
藤
中
央
執
行
委
員
長
、
吉
田
組
織
研

修
担
当
部
長
、
久
能
情
宣
担
当
部
長
の
ご

来
賓
に
参
加
を
頂
き
、
全
体
で
19
名
が
結

集
し
ま
し
た
。

　
大
宮
地
本
の
奥
田
座
長
の
進
行
の
も
と
、

８
名
が
発
言
し
ま
し
た
。
本
人
が
全
く
希

望
し
な
い
職
種
・
地
域
へ
の
強
権
的
発
令

の
横
行
や
統
括
セ
ン
タ
ー
発
足
後
の
問
題

点
の
検
証
、
今
後
の
か
ん
り
部
会
の
在
り

方
等
、
各
々
の
苦
悩
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
木
澤
事
務
長
の
総
括
答
弁
の
後
、
石

川
部
会
長
の
「
組
織
強
化
・
拡
大
を
念
頭

に
【
愚
直
に
正
直
に
真
っ
直
ぐ
に
】
労
働

者
と
し
て
進
む
」
と
し
た
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、

互
い
の
健
闘
と
奮
闘
を
誓
い
、
盛
況
の
内
に
終
了

し
ま
し
た
。

新役員体制（三役のみ・敬称略）

部 会 長 石川　伸也 盛岡

副部会長 山本　政広 横浜

事 務 長 八木澤　冠 大宮

新役員体制（三役のみ・敬称略）

部 会 長 能登　　隆 盛岡

副部会長 鴨志田　淳 横浜

副部会長 富永　成巳 東京

副部会長 平田　正広 横浜

事務長 遠藤　慶宣 大宮


